
 

設立経緯： 

下関市は近代捕鯨発祥地として、「くじらのまち日本一」を目指すため、くじら文化の情報発

信や市民への普及啓発活動を積極的に行い、2011 年 9 月には「下関市の動物」を「クジラ」

に制定するなどの取り組みを実施してきました。このたび学術面でも「くじらのまち」の底上げ

を図るため、鯨類研究業務を公益財団法人下関海洋科学アカデミーに委託し、2012 年 7 月

に鯨類研究室を設置いたしました。 

研究活動： 

①日本海西部に生息する鯨類の季節的分布の研究、②

スナメリの生物・生態学的研究、③鯨類のストランディ

ング（座礁・漂着）に関する研究、④捕鯨に関わる歴史・

社会学的研究、等を行い、内外の学術・研究機関とも

積極的に連携して活動します（写真は山口県水産研究

センター調査船上での鯨類目視調査） 

 

啓発活動： 

市の展開する出前講座や出張授業を行い、市民に鯨の生

態や捕鯨の歴史などをわかりやすく伝えていく他、シンポ

ジウムやセミナーでの講義・講演を積極的に行います。 

連絡先：下関海洋科学アカデミー鯨類研究室 石川創 ishikawa_kujira@muse.ocn.ne.jp 


